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入局者自己紹介

　平成29年10月より入局させていただきました、神谷尚宏と

申します。

　東京の高校から一人暮らしをしたいという不純な動機で東

北大学へ入学、在学中に休学し半年間ほどオーストラリアを

放浪したのち、平成14年に何とか卒業し医師となりました。

　聖路加国際病院で前期後期4年間の小児科研修を行い、一般

小児科診療やNICUに加え、白血病や固形腫瘍の児のトータル

ケアを学ぶ機会に恵まれました。北九州市立八幡病院で2年間

一般小児科診療に従事した後、血液・腫瘍を専門とすること

を志し聖路加病院小児科へと戻りました。このころから森尾

先生のご厚意により、週1回午後に寺田さんに付いて実験の見

学をさせていただくようになりました。研究と臨床が同時に

行われていることに感動する日々でした。また水谷先生にお

声をおかけいただき、平成22年より社会人大学院生として、

こっそり東京医科歯科大学発生発達病態学の一員に加えてい

ただいておりました。

　そのような中、かねてより興味のあったがん免疫細胞療法

の研究を行っているDario Campana Labへ留学する機会をいた

だき、平成23年8月より国立シンガポール大学小児科にて細胞

治療の研究を開始しました。留学直前には高木先生はじめ実

験室の皆様に3か月間集中的にご指導いただき、この経験は留

学生活において大きな助けとなりました。研究はとにかく楽

しく、あっという間に６年間が通過、家族を抱えたまま浦島

太郎へと一直線であった私を森尾先生に拾っていただき、研

究で学んだことを臨床の場に生かしたいという思いとともに

平成29年10月より血液・免疫グループの病棟医として働かせ

ていただいております。

　上記経過の通り、放浪癖・注意障害を有しておりますが、

少しでも皆様のお役にたてますよう尽力してまいります。ご

指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

神谷 尚宏
出身大学：
東北大学
卒業年：
平成 14年
初期研修病院：
聖路加国際病院

　はじめまして、平成29年に入局させていただきました

金田朋也と申します。後期研修一年目は大学で、二年目

の現在は草加市立病院で働かせていただいております。

一年目から専門性の極めて高い環境で学ばせていただき

常に刺激を受けました。入院が長期化する児も多く濃密

に治療に関わることができたスタートの一年だったと思

います。現在は一般診療がメインで、病棟患者の入退院

の回転が速く着いていくのに必死ですが、治療によって

病態の改善を体で感じることができ日々新しい知識を吸

収しております。

　医師になった頃から小児科医を志していましたが、医

師として成人分野も経験しておきたいと考え、初期研修

は長野県の高齢化の進んだ地域で研修をさせていただき

ました。訪問診療や総合診療などを通じて地域の方々と

密接な関わりを持つことができ、地域の方々にとっての

医療の身近さを実感できた二年間でした。環境や関わる

疾患は異なる部分も多いですが、小児領域においてもご

家族や患児の身近な存在でありたいと考えております。

将来の専門分野についてはまだ未定ですが、小児科にお

いても専門分野はもちろんのこと、幅広い視野で診療で

きるよう一般診療を経験する中で方向性を見出したいと

思います。

　小児科医として第一歩を踏み出せたことに幸せを感じ

つつ、しっかりと責任を持って診療に向き合いたいと思

います。まだ未熟で至らない点が多いと思いますが、こ

れからも初心を忘れず小児医療に精進して参りますの

で、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

金田 朋也　
出身大学：
順天堂大学
卒業年：
平成 27年
初期研修病院：
佐久総合病院
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　平成29年度に入局させていただきました高井詩織と申

します。

　小さい頃からずっとこどもに関する仕事をしたいと考

えていましたので、医学部に入学したときから志望科は

小児科でした。ようやく夢が叶い、後期研修1年目は川

口市立医療センター小児科で小児科医としての一歩を踏

み出すことができました。初めは初期研修医からの

ギャップに戸惑いもありましたが、上級医の先生方の優

しく丁寧なご指導もあり、未熟ながら一所懸命に病気の

こどもたちと向き合い充実した日々を過ごすことができ

ました。専門はまだ決めておりませんが、特異な疾患に

関しまして各グループの先生方にご指導いただき、幅広

く経験を積むことができたと思っております。小児科医

として毎日が新しい発見の連続でした。

　後期研修2年目はNICUで研修させて頂いております。

1年目とは全く違う分野で、不安もありますが、赤ちゃ

んたちの可愛さに癒されながらも、生と死と向き合い、

刺激的な毎日を過ごしています。

　まだまだ至らない点が多く、ご迷惑をおかけすること

も多いかと存じますが、大好きなこどもたちにパワーを

もらいながら、一人前の小児科医となれるよう精進して

参ります。今後ともご指導のほどよろしくお願いいたし

ます。

高井 詩織
出身大学：　
東京医科歯科大学　　　
卒業年：
平成 27年
初期研修病院：　
東京医科歯科大学プログラム

　平成29年度に入局させて頂きました、高瀬千尋と申し

ます。出身は東京で、海外留学、社会人経験などを経

て、30代で富山大学医学部に入学しました。

　思い返すと、10代の頃から医師という職業に対して強

い憧れを感じていたように思います。ただ、当時の私は

フランスの教育システムに身を置いており、日本の大学

の受験資格がありませんでした。医師になるなら患者さ

んやご家族の文化社会的要素をもきちんと理解して治療

にあたることのできる日本がいいと思っていたので、一

度は諦め別の進路に進みました。しかし、20代になり、

帰国して社会人となってからも医師への憧れは強くなる

一方で、仏大学入学資格であるバカロレアが日本の大学

の受験資格として認められるようになったのをきっかけ

に、思い切って医学部を受験することにしました。

　実は、医学部に入学した当初、病気の子供を目の前に

して冷静でいられる自信がなかった私は、小児科医にだ

けはならないだろうと思っていました。気持ちの変化が

あったのは、学生として小児科をローテートしたときで

す。それまでの想像とは裏腹に、子供に対しては、少し

でも元気になって欲しいという純粋な思いで実習を頑張

れることに気がつきました。そして、この先医師として

やっていく中で、こうした思いこそが自分にとって最も

大切な支えとなるような気がしました。

　現在は、土浦協同病院の小児科・新生児科で、優しく

教育的なたくさんの先生方ものと、充実した研修生活を

送らせて頂いています。要領が悪く理解も人一倍遅いた

め、ご迷惑をおかけすることも多々あろうかと思います

が、今後ともどうぞ宜しくお願い申しあげます。

高瀬 千尋
出身大学：
富山大学
卒業年：
平成 27年
初期研修病院：
東京医科歯科大学プログラム
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超える医員の人事を決めていく作業は社会的にもま
た個々人に対しても大変な責任を負うことなり、そ
れには多大な労力と時間を要します。特に後期研修
３年目までの先生方については、小児科専門医が速
やかにとれるような研修を考慮すると同時に、なる
べく大学での研修も経験してもらうことでアカデミ
ックな場における臨床を経験し、さらには
subspecialty を決めていく上での判断材料にして
いただこうと思っております。 
一方、医局の規模が大きくなるにつれ明らかにな
ってきたことは、人事における各診療グループの機
能の重要さです。 
現在当教室では入局者には原則 subspecialty を
決めるように指導しています。その理由の一つは、
各専門によって要求されるキャリアが大きく異なる
ため、キャリアプランの作成はどうしても各グルー
プの事情に依存する、ということです。裏を返せば、
医局長が直接人事を考え、その人のキャリアを設定
する対象は後期研修医が主であり、専門を決めたシ
ニアクラスの医師は、各専門グループ内でのグルー
プ構想と人事構想に沿って案を作成してもらうこと
になります。医局長の役目はそれらを調整してく事
なのです。この事をより明確化し、さらに公平性を
保つ為に西山医局長の時期から各診療グループ実務
担当者向けのアンケート調査を行うシステムを採っ
てきました。年を経てこの制度が洗練されていくと
同時に感じることは、各グループが明確に人の育成
についてのvisionを持つ必要があり、それが医局員
の育成に直接影響するという事実です。各専門グル
ープは、単に専門を同じくする同好の集まり、とい
う旧態から、明確な人事、教育機能を持つ医局の下
部組織としての自覚が求められるのです。当然そう
した中で各グループには強い指導力をもった人間の
育成が求められます。医局長の役割が人事面におい
ては従来の医局全体の細かな人事から、各グループ
のまとめ役へと変化しているのです。 

【新たな専門医制度に向けて】 
今後医局がもつ役割が大きく変わることが予想さ
れます。それは2017年から導入が予定されている新
たな専門医システムによって後期研修そのものの仕
組みが変わると同時に「専門医」という資格が社会
的に持つ意味が変わることになるからです。新しい
制度の詳細はまだ明らかになっておらず（新たな日
本専門医機構の登記申請がなされたのが平成26年5
月です）どのようなものになるか不明な部分が多い
ですが、一般には初期研修と同じようなシステムが
後期研修にも導入され、今まで臨床研修センターが
担っていた研修プログラムの運営を各基幹病院の担
当科で運営することになると思われます。 
おそらくこのことによって生じる専門医の社会的
意味の変化は、かなり大きいのではないかと考えて
います。またそうした専門医を育成するためのプロ
グラムの作成、およびその運営も相応の労力とエネ
ルギーを必要とするでしょう。各大学で初期研修制
度ができることにより臨床研修センタ―を作ったの
と同様に、大学の小児科、あるいは連携施設の基幹
施設の先生方と、そうしたプログラムを作るための
ネットワーク、あるいはワーキンググループを作る
必要があると思われます。さらに各施設のプログラ
ムが公開されることも予想され、そうなると現在初
期研修医採用のために行われているマッチングに近
いシステム、言い換えれば後期研修プログラムを
我々が公開し、他のプログラムと競合していく事で
研修医の先生をリクルートしていく必要がでてくる
可能性があります。単に医科歯科大学、あるいはそ
のネットワーク施設という名前だけで人を集められ
る時代が終わるかもしれません。 
そうなると我々は時には他大学と連携したり、あ
るいはこども病院とも連携したりしながら、他施設
にないような魅力的なプログラムを作ることが求め
られます。それには大学のみならず、連携施設の先
生方の多大なご協力をいただく必要があります。 
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　平成29年に入局させて頂きました深間英輔と申しま

す。平成27年に滋賀医科大学を卒業し、もともと埼玉県

出身であったので、初期研修は地元の上尾中央総合病院

で初期研修を行いました。もともと子供が好きで、小児

科医になりたくて医学部を目指しました。小児科とずっ

と決めていたので、初期研修は、成人について学ぼうと

思い、救急と成人の総合診療に力を入れていた病院を選

びました。救急車が一日あたり30から40台来る病院

で、医師としてのタフさを鍛えられました。

　小児科医になりたいという思いは学生や初期研修の間

も変わらず、昨年度から小児科医として働き始め、草加

市立病院で後期研修を始めさせて頂きました。初期研修

の期間で小児科をローテートしたのは一ヶ月しかなかっ

たので、分からないことだらけや毎回の当直では不安だ

らけでしたが、上級医の先生方には優しく熱心に指導し

て頂き大変感謝しております。

　今年の四月からは川口市立医療センターで研修させて

頂いております。昨年度とは異なる病院の環境の中で、

自分の至らなさを感じる場面も多々ありますが、早く上

級医の先生方にお力添えをできるようになりたいと思っ

ております。

　まずは一人前の小児科医になれるように多くの患者さ

んからたくさんのことを学んでいけるように努力したい

と考えています。まだまだ至らない点ばかりでご迷惑を

お掛けすることもあるとは思いますが今後ともご指導ほ

ど、何卒宜しくお願い致します。

深間 英輔
出身大学：
滋賀医科大学
卒業年：
平成 27年
初期研修病院：
上尾中央総合病院

　平成29年入局し三年目は土浦協同病院、四年目は川口

市立医療センターNICUで研修させて頂いております。

大学は群馬ですが、出身は神奈川県横浜市です。

医科歯科大学の先生方は、研修医時代を振り返っても他

大生に対してwelcomeな雰囲気を作ってくださり、小児

科に入局したあとも変わらず大変感謝しております。

　ご覧のとおり、私達の年は専門医制度変更の時期で

あった影響でしょうか、入局者が大変少ない年となって

しまいました。同期と同施設で「わいわい」というのが

なかなか難しいのですが、お互い協力し合っていける仲

間となりたいと思っています。

　今後の専門についてはまだ未定ですが、研修を続けて

いる間にこれからの進路を見極めていきたいと思いま

す。

藤田 華子
出身大学：
群馬大学
卒業年：
平成 27年
初期研修病院：
東京医科歯科大学プログラム
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